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二
月
二
十
四
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
、
町
文
化
協
会
(
金
橋
通
朝
会
長
)

主
催
に
よ
る
第
十
回
芸
能
発
表
会
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

を
兼
ね
て
、
「
美
し
い
人
情
と
文
化
の

町
、
、
つ
く
り
」
を
め
ざ
し
聞
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
十
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
参
加
者
も
年
々
ふ
え
、
今
回
は
、

三
十
団
体
約
四
百
人
が
出
演
。
中
で
も
、

特
別
出
演
の
出
海
小
学
校
児
童
(
六
年

生
四
人
、
五
年
生
二
人
)
の
豊
年
お
ど

り
や
幼
児
の
舞
踊
な
ど
子
供
達
に
よ
る

参
加
出
演
が
目
立
ち
ま
し
た
。

活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
み

ん
な
で
長
浜
町
の
芸
能
文
化
を
守
り
育

て
ま
し
ょ
う
。
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I :f:首
海便

が量増
切利本
実用ブじ
な者を
声!

J

R
四
国
予
讃
本
線
対
策
協
議
会

(
長
浜
町
、
大
洲
市
、
双
海
町
、
保
内

町
)
で
は
、

J
R
四
国
民
営
後
、
減
少

傾
向
に
あ
る
海
岸
線
の
利
用
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
昨
年
十
一
月
二
十
六
日

か
ら
三
日
間
、
い
よ
長
浜
駅
、
い
よ
白

滝
駅
、
い
よ
上
灘
駅
の
沿
線
各
駅
で
、

定
期
券
利
用
の
通
勤
・
通
学
者
を
中
心

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

回
答
を
集
計
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
参
考
に

し
て
、
海
岸
棋
の
利
用
促
進
と

J
R
四

国
に
対
し
、
利
用
者
の
ニ

1
ズ
に
添
っ

た
ダ
イ
ヤ
の
改
善
を
要
望
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

長浜の玄関口として

リフレッシュに改装したいよ長浜駅

ト調査結果集計J~四国7シケー
~ 配布部数 回収数(率)%

いよ長浜駅 150部 59部 (39.3)

いよ白滝駅 50部 20部 (40.0)

いよ上灘駅 100部 38部 (38.0)

計 300部 177部 (39.0)

いよ長浜駅

いよ白滝駅

いよ上灘駅

午前 6 時~8 時

午前 6 時~8 時

午前 6 時~8 時

実施年月日

平成 2年11月26日

平成 2年11月29日

平成 2年11月30日

おもに、海岸線はどのような場合に利用されますか。

1 通 学 E ・・ ・・・68人 2. 通 勤・・固・・・・・38人
3. 通 院・・・・・・..9人 4 買い物・・・・・・ . 1人

01 

J R四国に対して、
あなたはf可を望みますか。

1.列車の本数増やしてほしい
朝 1本・.....24人 2本・・・・・・14人

3本......5人 4本・・....2人
I本・・・・・園 12人 2本ー..•. .17人
3本......4人 4本......3人
1本・・・・..25人 2本・・・・・・15人
3本......6人 4本・・圃・・・ 1人
I本0.0..・19人 2本・・・・・・14人
3本......4人 4本ー.. . .. 1人

2.車両を増結して欲しい..............64人
3 トイレ付きの車両にして欲しい......24人
4.全車両に冷暖房を設置して欲しい・・・ .19人
5. 車尺員のサービスをよくして欲しい....9人
6. その{他也l「士却坤H曜酌霊

やして欲しい。伊予市での乗り換えをな|
くして欲しい j 

05 現在の車両についてどう思われますか。

不快である・ー・ .83人 2. 快適である.. . .19人
どうも思わない圃・・・14人

1. 
3. 

02 

昼

夕方

夜

不快であると答えた理由は何ですか。

1.乗車密度が高く、
混雑しているから・・・・・固58人

座席が長いすだから・・・・・・・・・・38人
トイレがないから・・・・・・ー・・・・・19人
遅いから...........・・固・‘・・・・19人
その他・・・・・園・・・・・・・・・・・・ .. .13人
旧式の車両で暗い雰囲気。列車の数
が少なく、帰りの列車の時間に間に
合わないロ乗り換え等非常に煩わし
いの暖房が利いていない。待ち合わ
せの時間が長すぎるなどです。

03 
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乗車券、定期券はおもに
次のどの駅で、買いますか。

長 浜・・・・・圃55人 2. 上 灘......35人
白 滝・・・・・ .16人 4. 松 山・・・・・園 7人
伊予市・固・・・・ 4人 6. 大 洲・.....2人
その他(長浜で定期を買いたくても、駅員が
不在でしばらく待たないといけないのでどう
しようもない。)
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06 

あなたが購入される定期券は
次のどの種類ですか。

6か月 ..........0・・・・・・・48人
3か月・・固・・・島・・ a ・圃・ E ・・・・34人
1か月・・・ ・・・・・・・・・・・・・・24人

••• 1
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キ皆さん f海岸線を大いに利用し、乗車券、通勤。 通学の定期

券は、町内の各駅(いよ長浜@自滝駅)で購入しましょう
ホJRでは、囲内ホテル・旅館 e 航空券・フェリー・高速艇の手続きと JR観光パスの貸切等も行っ

ています f
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わ
が
国
は
、
人
類
史
上
例
を
み
な

い
と
い
わ
れ
る
速
さ
で
、
高
齢
化
社

会
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
政
府
は
、
昨
年
「
高
齢

者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
」
を

策
定
し
、
そ
の
中
に
家
庭
奉
仕
員

(ホ

l
ム
。
ヘ
ル
パ

l
)

十
万
人
体

制
の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
浜
町
で
も
、
六
十
五
歳
以
上
の

方
の
占
め
る
割
合
は
、
二

O
%
を
超

え
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
、
今
年
、

ホ
l
ム
。
ヘ
ル
パ

l

(
パ
1
ト
を
含

む
)
の
採
用
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
役
場
住
民
課
へ
履
歴
書
を

ご
持
参
の
上
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
住
民
課

(
五
一
一
一
一
一
一
・
内
線
一
二
五
)

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

一
採
用
予
定
人
数
一
若
干
名

一
応
募
資
格
一
本
町
に
居
住
し
四
十

五
歳
位
ま
で
の
方
で
、
社
会
福
祉
事 ル

。
ハ
ー
さ
ん
募
集
/

長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

業
に
対
し
て
深
い
理
解
と
積
極
的
な

熱
意
を
有
し
、
普
通
白
動
車
免
許
を

取
得
し
て
い
る
方
。

{
申
込
期
限
一
平
成
三
年
三
月
二
十

五
日{

業
務
内
容
及
び
勤
務
条
件
一
町
内

の
老
人
、
身
体
障
害
者
、
心
身
障
害

児
等
の
家
庭
に
対
し
て
次
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
、
っ
。

①
身
体
介
護
(
食
事
、
入
浴
、
排

法
衣
類
着
脱
の
介
護
、
身
体
の
清
拭
、

通
院
の
介
助
)
に
関
す
る
こ
と
。

②
家
事
(
調
理
、
衣
類
の
洗
濯
、

住
居
等
の
清
掃
、
生
活
必
需
品
の
買

物
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
)
に
関
す

る
こ
と
。

③
相
談
、
助
言
(
生
活
身
上
、
介

護
に
関
す
る
相
談
助
言
)
に
関
す
る

こ
と
。

{
採
用
面
接
一
平
成
三
年
三
月
一
一
十

八
日
(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
ま
で
)
・

長
浜
町
体
育
館
会
議
室

お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
ホ
ー
ム
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

国
民
年
金

学
生
も
全
員
加
入

学
生
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
の
方

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
民
年
金
に
加
入
が
任
意

で
あ
っ
た
二
十
歳
以
上
の
大
学
生
・
専

門
学
校
生
な
ど
は
、
四
月
か
ら
国
民
年

金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
必
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
生
の
方
が
事
故
や

病
気
で
万
一
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
で

も
障
害
基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
一
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る

ま
で
の
四
十
年
間
加
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
学
生
本
人
か
世
帯
主
に
納

付
義
務
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
を
免
除
す
る
な
ど
、
負
担
面
に
お

け
る
配
慮
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
住
民
票
を
お
い
て
い
る
役

場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

同
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た

か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

老
後
や
万
一
の
と
き
、
い
ち
ば
ん
頼

り
に
な
る
の
が
年
金
で
す
。
と
こ
ろ
が

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
万
一
の

事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り
か
、
未

納
期
間
が
長
く
な
る
と
将
来
、
老
齢
基

合
う
よ
う
年
金
額
を
再
計
算
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
私
的
年
金
(
個
人
年

金
)
は
個
人
の
貯
蓄
的
な
年
金
で
、
受

け
る
年
金
は
、
払
い
込
ま
れ
た
保
険
料

に
利
息
等
を
加
え
た
も
の
で
支
払
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
、
物
価
・

賃
金
の
上
昇
や
平
均
寿
命
の
延
び
が
大

き
い
場
合
に
は
、
受
け
る
個
人
年
金
の

価
値
が
下
が
り
、
生
活
の
支
え
と
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
は
、
税
制
上
も
毎

月
納
め
る
保
険
料
が
全
額
社
会
保
険
料

控
除
に
な
り
、
受
け
る
年
金
に
は
公
的

年
金
等
控
除
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

い
ろ
い
ろ
な
経
費
は
国
が
負
担
し
て
い

る
の
で
、
個
人
年
金
の
よ
う
に
集
め
ら

れ
た
保
険
料
の
中
か
ら
使
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
め
た
保
険
料
と
受
け
る
年
金
額
を

単
に
比
べ
て
損
得
を
一
言
、
つ
こ
と
は
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
老
齢
・
障
害
・
遺
族
な

ど
の
方
の
生
活
を
し
っ
か
り
支
え
る
の

は
公
的
年
金
で
す
。

個
人
同
庁
舎
ー
町
句
明
利
釦
到

J
く

な

い

め

つ

/

者

意

だ

ぬ

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
納
期
限
か
ら
二
年
た
つ
と
、

あ
と
で
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
期
日
ま
で
に
、
き
ち
ん

と
納
め
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
に
よ
る
便
利
な
方
法
も
あ
り

ま
す
の
で
、
役
場
住
民
課
福
祉
年
金
係

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

年
金

G
&
A

Q
・
:
公
的
年
金
と
私
的
年
金
(
個
人

年
金
)
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

、っ，力。A
・
:
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
は
、
受
給
者
と
な
っ
て
か
ら

一
生
涯
に
わ
た
り
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
終
身
年
金
で
す
。
ま
た
、
そ
の
問
、

物
価
が
上
が
っ
て
も
年
金
の
価
値
が
下
が

ら
な
い
よ
う
毎
年
引
き
上
げ
、
さ
ら
に

五
年
ご
と
に
、
同
民
の
生
活
水
準
に
見
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民
俗
資
料
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
!
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「
昔
の
人
々
の
生
活
を
理
解
す
る

と
と
も
に
、
現
在
生
活
と
の
か
か
わ

り
を
考
え
よ
う
」
と
、
長
浜
町
で
は

民
俗
資
料
の
収
集
・
保
存
を
行
っ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
か
け
が
え

の
な
い
貴
重
な
文
化
財
が
う
ず
も
れ
、

不
用
意
に
廃
棄
ま
た
は
放
置
さ
れ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
農
林
水
産
用

具
、
家
具
、
衣
服
、
そ
の
他
、
昔
の

暮
ら
し
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の

公
民
館
か
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会

事
務
局
・
社
会
教
育
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

収
集
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
在

長
浜
中
学
校
の
空
き
教
室
に
保
管
し

て
お
り
、
今
後
、
教
材
等
に
役
立
て

て
い
く
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
o

O
長
浜
の
吉
岡
節
子
さ
ん
・
-
-
長
持
、

盟
、
櫓
こ
た
つ
一
式
、
然
畿
、
脇
息
、

ぼ
て
、
信
玄
袋
、
豆
炭
あ
ん
か
、
高

木
枕
、
火
鉢
、
柳
行
李

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
は
、
四
月
七
日
で
す
。

み
ん
な
こ
ぞ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
1

無
料
で
固
定
資
産

課
税
台
帳
閲
覧

し
ま
す
。

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

4
月
1
日
i
m
日

ら
せ

町
で
は
、
あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な

ど
の
資
料
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」
を

四
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
期
間
に

限
り
、
役
場
税
務
課
で
無
料
で
お
見
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

令
少
年
の
非
行
防
止
及
び
家
出
少
年
発
見
保
護
活
動
強
化
月
間

家
庭
の
愛
情
が

子
供
の
非
行
や
家
出
を
防
ぐ

春
休
み
は
、
進
学
a

就
職
な
ど
に
よ
け
早
く
発
見
し
、
適
切
な
指
導
の
も
と

る
生
活
環
境
の
変
化
や
開
放
感
か
ら
、
に
健
全
に
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る
よ

非
行
に
走
っ
た
り
家
出
を
し
た
り
す
る
う
、
少
年
補
導
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
年
が
多
く
な
り
ま
す
。
万
引
き
や
オ
ー
さ
ら
に
、
少
年
が
被
害
に
遭
っ
た
り
、

ト
パ
イ
・
自
転
車
を
盗
む
と
い
っ
た
も
非
行
に
陥
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

の
か
ら
、
粗
暴
・
凶
悪
な
犯
罪
ま
で
数
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
の
取
り
締

多

く

発

生

し

て

い

ま

す

。

ま

り

の

強

化

と

、

家

出

少

年

な

ど

の

発

少
年
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
も
、
見
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

暴
力
団
に
よ
る
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
密
売
家
庭
で
は
、
少
年
が
健
や
か
に
成
長

ゃ
、
少
女
売
春
な
ど
の
少
年
の
福
祉
を
で
き
る
よ
う
に
、
特
に
次
に
挙
げ
る
点

害
す
る
犯
罪
が
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
に
気
を
つ
け
、
温
か
い
心
く
ば
り
を
す

ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
年
の
こ
の
月
間
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

中
に
位
一
一
一
一
察
が
発
見
し
、
保
護
し
た
家
出
①
何
で
も
話
せ
る
雰
囲
気
が
、
家
庭
の

少
年
は
五
千
九
百
八
十
一
人
に
も
上
が
中
に
で
き
て
い
ま
す
か

り
、
そ
の
う
ち
九
人
に
一
人
が
窃
盗
な
②
社
会
の
ル

l
ル
を
正
し
く
教
え
、
子

ど
の
非
行
に
走
り
、
一
一
十
五
人
に
一
人
供
の
手
本
に
な
る
行
動
を
し
て
い
ま
す

が
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
特
か

に
、
女
子
の
場
合
は
、
十
六
人
に
一
人
③
子
供
の
良
さ
を
認
め
、
子
供
の
話
に

が
売
春
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、
覚
せ
い
剤
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
か

を
打
た
れ
た
り
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
④
し
か
る
と
き
で
も
、
ゆ
と
り
と
愛
情

け

て

い

ま

す

。

を

心

に

も

っ

て

い

ま

す

か

温
か
い
心
く
は
り
を
し
よ
う
⑤
子
供
の
こ
と
に
つ
い
て
、
家
庭
で
よ

筈
察
で
は
、
少
年
非
行
を
で
き
る
だ
く
話
合
っ
て
い
ま
す
か

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
}
同
月
十
日
(
午
前
九
時
か

ら
十
一
時
半
)
マ
四
月
十
九
日
(
午
前
一

十
時
か
ら
午
後
四
時
)

一
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

悩
み
は
少
年
相
談
窓
口
へ

家
庭
の
愛
情
が
、
揺
れ
動
く
子
供
の

心
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
子
供
を
非
行

や
家
出
か
ら
守
り
ま
す
c

万
が
一
、
子

供
が
家
出
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

出
来
る
だ
け
早
く
警
察
に
捜
査
願
い
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
学
校
に
知

ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
り
、
無
関
心
で

い
た
り
し
て
時
期
を
逸
し
、
不
幸
を
招

い
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん。
子
供
の
こ
と
で
、
何
か
同
っ
た
こ
と

や
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮

な
く
お
近
く
の
警
察
の
少
年
相
談
の
窓

口
か
、
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

、U
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の
場
と
し
て
よ
り
よ
き
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
に

L
て
い
ま
す
。
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柿
ノ
久
保

集
会
所
が
完
成

下
須
戒
の
柿
ノ
久
保
地
区
に
集
会
所

が
完
成
し
ま
し
た
。

村
ノ
久
保
集
会
所
壮
、
木
造
か
わ
ら

ぶ
き
平
屋
建
て
で
、
建
築
面
積
は
ヒ
九
・

九
二
平
方
げ
川
。
集
会
室
は
、
十
畳
二

室
。
建
築
費
は
八
肖
五
十
四
万
九
千
円
〈

昨
年
七
月
十
一
一
日
誉
工
し
て
、
十
月
二

十
日
に
完
成
し
た
も
の
で
す
の
同
地
区

の
二
十
世
帯
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
話
用

F克医

まちづくリ

直当

障医師臨翻当直医

血i献

『ι-竺二土イ
長浜町体育館

出海公民館

カルビー食品伸長浜工場
新しく完成した柿ノ久保集会所

ふ

-
A
h
同
県
側
混
線
後
朝
川
N
1
h
*
*
卒
中
+
*
山
中
山
中
キ
キ
ネ
キ
*
キ
*
*
ネ
*
ホ
*
*
*
*
*
*
*
山
市

営

榔

革

貯

晶

刺

繍

帯

電

韓

議

普

〈

細

切

!

鴨

川

え

る

発

想

が

大

切

な

の

で

す

り

地

元

山

副
r

E

』

F
E
て

lγ
仁
;
i
F
L科
闘
再

J

か
ら
採
用
さ
れ
た
人
た
ち
が
、
将
来
恥

耐
〓
製
品
説
月
議
議
事
品
運
動
指
瓜
川
支
~
被
{
押

i
i
j
(
J
i
J
t
'
t

は
そ
の
企
業
の
溢
営
者
に
ま
で
な
れ
や

巾

日

本

、

き

さ

と

き

言

。

萩

醸

長

揺

る

よ

う

な

H

人
づ
く
り
“
が
で
き
て
中

相

こ

そ

、

そ

の

ま

ち

は

発

展

す

る

の

で

い

…

山
中
ま
ち
づ
く
り
の
教
訓
と
し
て
、
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
の
発
想
辻
、
あ
す
。
足
元
仁
あ
る
、
作
人
u

と

い

う

材

*

和

H

え
一
冗
に
あ
る
材
料
を
見
つ
め
る
ω

ま
り
採
用
き
れ
な
い
よ
ろ
で
す
。
桝
を
育
て
る
こ
と
を
忘
れ
て
立
い
け
沖

キ

こ

と

が

い

か

に

大

切

か

を

お

話

し

て

な

い

の

で

す

。

*

ぐ

了

:

/

争

一

。

目

先

の

利

益

だ

け

で

*

吋

さ

げ

に

日

が

、

足

元

と

い

う

と

ど

う

ま

ち

づ

く

り

を

し

な

い

山

間

へ

き

地

や

過

疎

だ

け

が

料

L
P

、

二

F

嫁
不
足
の
原
因
7

申

し

て

も

、

目

に

見

え

る

も

の

だ

け

に

過

疎

か

ら

の

貯

去

の

た

め

介

業

矛

*

い
い
関
心
が
向
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
致
仁
躍
起
と
な
っ
て
い
る
ま
ち
が
多
い
「
や

l
H
、
嫁
さ
ん
は
お
ら
ん
か
時

*
例
え
ば
、
あ
る
村
で
ダ
ム
の
建
設
が
と
聞
き
ま
す
。
ま
ち
会
活
性
化
さ
せ
る
な
あ
j
」

い
い
始
ま
っ
た
と
し
ま
す
o

士
事
調
組
た
め
に
は
、
た
し
か
に
悪
い
二
、
と
で
は
昨
今
、
若
者
の
掠
不
足
に
悩
み
、
一
一

地

関

係

者

が

た

く

さ

ん

や

っ

て

霊

一

あ

り

ま

せ

ん

。

日

本

巾

を

か

嫁

操

し

u

で
歩
い
て
い
*

い
い
き
で
、
村
の
人
円
は
増
え
、
調
細
大
レ
ゾ
ャ

1
企
業
を
誘
致
し
た
ま
ち
る
ま
ち
ゃ
村
か
多
い
と
、
新
聞
に
と
村

暗
経
済
的
に
も
申
つ
で
し
ょ
う
。
臨
機
舗
を
い
く
つ
か
知
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
き
ど
き
出
て
い
手
。
探
刻
な
事
情
*

料
し
か
し
工
事
が
終
わ
れ
ば
、
隣
叫
が
、
そ
の
ホ
テ
ル
が
使
、
っ
料
理
の
原
材
は
よ
く
分
か
り
ま
す
が
、
も
ろ
手
を
料

水
が
引
い
た
よ
う
に
村
は
寂
田
園
醐

A

V

J

f

E

事

B
'
p

，
E

Z

b

A

F

3

挙

げ

て

*

れ
い
〈
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
轟

λ
づ
く
り
均
で
さ
て

ιそ
数

励

す

キ

ア
九
日

U
U
U
A
盤

空

ち

は

発

罵

す

xv
ユ
江

村
な
く
と
も
十
年
の
歳
月
は
か
欄
暫
料
は
、
地
元
か
ら
調
達
し
な
い
で
、
は
な
れ
な
い
の
で
す
c

一一

…
吋
か
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
問
眠
隣
る
ぱ
る
遠
方
か
ら
仕
入
れ
る
ケ

1
ス

が

嫁

不

足

は

、

山

間

へ

き

地

や

過

疎

*

判
に
、
地
元
の
中
学
や
高
校
に

J
一

多

い

と

聞

き

手

。

な

ぜ

な

の

か

。

そ

在

官

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

実

は

料

吋
ダ
ム
工
事
の
技
術
者
を
招
い

E
聾
れ
は
、
誘
致
企
業
の
使
、
つ
レ
ベ
ル
に
合
つ
り
で
れ
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
も
事
実
味

本
て
、
専
門
的
な
指
導
を
受
け
噛
週
半
た
も
の
を
作
れ
る
人
づ
く
り
を
し
て
い
で
す
。
現
に
、
都
会
に
だ
っ
て
同
じ
い
十

料

る

と

い

う

よ

う

に

す

れ

ば

ど

罷

竪

な

い

か

ら

な

の

で

寸

。

悩

み

は

あ

る

の

で

す

。

刊

本

う

で

し

ょ

う

か

。

企

業

誘

致

が

実

現

す

れ

ば

、

地

元

か

山

間

へ

き

地

で

も

、

過

疎

の

ま

ち

ネ

料
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
将
ら
の
雇
用
の
機
会
は
増
え
ま
す
。
企
業
で
あ
っ
て
も
、
立
派
な
嫁
が
き
て
い
同

率
来
は
電
気
工
学
め
道
に
進
む
立
派
な
か
ら
、
ま
ち
へ
納
め
る
税
金
も
増
え
る
る
例
を
、
私
は
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
*

若
者
が
育
っ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
で
し
ょ
う
。
人
口
も
事
え
る
か
も
し
れ
ま
す
。
立
派
な
嫁
は
、
魅
力
あ
る
若
時

2

f

b

被

タ

ま

せ

ん

c
L
か
し
、
た
だ
日
先
の
利
益
者
に
く
る
こ
と
も
た
し
か
で
す
。
若
山
叩

込
勺
/
/
一
費
q

だ
け
に
目
が
く
ら
ん
で
は
、
本
当
の
ま
者
を
魅
力
あ
る
人
材
に
育
て
る
手
二

台
寸
一
輪
W

ち
ε

つ
く
り
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
o

企
て
を
考
え
る
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
付

d
q
¥
晶

替

業

誘

致

も

か

人

づ

く

り

の

材

料

。

と

考

り

ま

せ

ん

。
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キ
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キ
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衛生関{系・お知らせ圏一臨画

豊富盟璽産自瞳霊童盟関展望盟関自費

豊かな暮らしのために

考えは地球規模で

脊動は足元から

どんな対応が必要か?

①家具調度品や電気製品などの耐久

消費財は大切にする心がけにより、

長く使いましょう。

②ワンウェイ(使い捨て)の容器の

ものより再生の効くもの(リター

ナブル)をなるべく選択して求め

るようにする。 例えば、ポリ容器

やプラスチックのものよりガラスびんなど。(びん類は酒屋へも

どす)

③めんどうくさくてもお皿を持っていったりして、プラスチック

製のトレイを商屈がなるべく使わなくてもすむように心がける。

④最後まで使い切るように心がける。(下着類などは雑巾やボロ

まで利用し、食用油はフライから空揚げへ、空揚げから妙め物

へというように順序よく使用する。ただし、時間を経た油は酸

化して腹痛など起こすので、衛生上の注意は十分する)

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
平
成
元

年
で
男
七
十
五
・
九
一
歳
、
女

八
十
一
・
七
七
歳
に
な
り
、
世

界
一
の
長
寿
固
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
二
十
二
年
に
は
男
五

十
・

O
六
歳
、
女
五
十
三
・
九

六
歳
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
男
女

と
も
二
十
五
歳
以
上
も
延
び
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
を
取
り
巻

く
生
活
環
境
は
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
一
人
を
、
十
五

j

六
十

四
歳
の
現
役
が
何
人
で
支
え
て

い
る
か
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

戦
前
か
ら
昭
和
四
十
年
ご
ろ

ま
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
一
人
に
対
し

て
お
お
む
ね
十
人

前
後
と
、
比
較
的

負
担
の
軽
い
状
況

で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
比
率
が
六
十

年
に
は
六
・
六
人
、

平
成
一
一
年
で
五
・

八
人
と
上
昇
し
、

西
暦
一
一

0
0
0
年

に
は
四
・

O
人、

さ
ら
に
二

O
二
五

年
に
は
二
園
六
人

で
一
人
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
齢

平成37年

長寿国日本というけれど

一一人生八十年時代
者
を
支
え
る
べ
き
世
代
が
ま
す
ま
す

減
少
し
て
い
く
の
で
す
。

本
格
的
な
長
寿
社
会

を
迎
え
た
場
合
、
六
十

五
歳
以
上
で
も
元
気
な

高
齢
者
に
は
働
い
て
社

会
を
支
え
る
側
に
ま
わ
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

長
寿
で
あ
る
こ
と
を
、

心
か
ら
喜
べ
る
社
会
を

築
い
て
い
く
た
め
に
は

こ
の
問
題
に
対
し
て
国

民
全
体
が
、
共
通
の
問

題
意
識
を
も
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。

高齢者を支える現投の負担割合

平成12年平成 2年昭和40年
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特
に
、
幼
児
期
の
脳
の
発
達
と
脳
の
老

化
防
止
に
は
、
欠
か
せ
な
い
も
の
と
い
っ

た
見
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
料
理
を

増
や
そ
う

そ
れ
で
は
、

D
H
A
を
含
ん
だ
食
べ

物
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ト
ソ
プ
が
魚
で
す
。
魚
の
中
で

も
マ
グ
ロ
(
ト
ロ
)
、
ブ
リ
、
サ
パ
、

ハ
マ
チ
、
ハ
モ
、
サ
ン
マ
、
ウ
ナ
ギ
、

サ
ワ
ラ
、
イ
ワ
シ
、
ニ
シ
ン
な
ど
に
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
海

藻
類
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

海
産
物
以
外
の
も
の
で
は
、
例
え
ば

根
菜
類
な
ど
に
も

a
ー
リ
ノ
レ
ン
酸
と

い
う
、

D
H
A
が
体
内
で
変
化
す
る
前

の
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

水
産
物
に
は

D
H
A
が
単
体
で
存
在
し

て
い
る
の
で
、
脳
へ
効
率
的
に
吸
収
さ

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

D
H
A
を

と
る
の
な
ら
、
魚
や
海
渓
類
な
ど
を
食

べ
る
の
が
最
適
で
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
魚
を
食
べ

る
習
慣
を
つ
け
て
い
く
た
め
に
も
、
子

供
の
こ
ろ
か
ら
魚
の
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
魚

の
油
に
は
、
・
血
圧
を
下
げ
る
・
血
栓

を
で
き
に
く
く
す
る
・
心
臓
病
の
子
供

に
役
立
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
育
ち
盛
り
の
子
供
た
ち
、

働
き
盛
り
の
お
父
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
て
ほ
し
い
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
の
た
め
に
も
、
「
お
魚
の
あ

る
食
卓
」
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

イ
ル
力
は
、
脳
の
発
達
が
著
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
知
能
が
高
く
、
好
奇
心
に
富
ん
で
い
て
船
を
追
跡
す
る

ほ
ど
で
す
。
イ
ル
力
は
毎
日
、
魚
を
食
べ
て
い
ま
す
。
水
産

物
、
特
に
魚
に
、
な
に
か
脳
の
発
達
に
関
係
す
る
も
の
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
最
近
、
栄
養
学
を
は
じ
め
、
名
分
野
で
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
ら
れ
て
い
る
の
が
、
魚
に
多
く
含
ま
れ
る

D
H
A
(
ド

コ
サ
ヘ
キ
サ
工
ン
酸
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

な日栄養素

達と老化髄止に

ご存じですかoH A (ドコサヘキサエン酸)

D
H
A

ち
ょ
っ
と
聞
き
慣
れ
な

い
一
一
百
葉
で
す
。
こ
れ
は
、
栄
養
学
の
研

究
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
脂
肪
酸

の
一
つ
で
す
。

脂
肪
酸
と
い
え
ば
、
体
の
成
長
に
不

可
欠
の
必
須
脂
肪
酸
の
一
つ
で
あ
る
、

リ
ノ

l
ル
酸
が
あ
り
ま
す
。
ヘ
ル
シ
!

な
油
と
い
う
こ
と
で
、
サ
ラ
ダ
油
な
ど

に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
ご

ろ
、
こ
の
け

γ
1
ル
酸
を
と
り
過
ぎ
る

と
、
心
筋
梗
塞
や
脳
便
塞
な
ど
、
多
く

の
慢
性
疾
患
を
患
う
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
も
う
一
つ
の
必

須
脂
肪
酸
で
あ
る
a
l
リ
ノ
レ
ン
酸
が

注
目
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
す
。
こ
の

a

リ
ノ
レ
ン
酸
系
列
の
脂
肪
酸
が
、

D
H

A
で
す
。

欠か

く
の

D
H
A
が
含
ま
れ
て
い
て
、
高
い

学
習
能
力
を
示
し
た
の
で
す
。

ま
た
、
ネ
ズ
ミ
に
与
え
る

D
H
A
の

量
を
少
な
く
す
る
と
、
記
憶
学
宵
能
力

と
視
力
が
低
下
し
、
脳
の
老
化
も
進
ん

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
実
験
か
ら
、

D
H
A
に
は
、

次
に
挙
げ
る
四
つ
の
特
徴
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
D
H
A
は
、
脳
や
日
の
網
膜
を
構
成

す
る
主
な
成
分
の
一
つ
で
あ
る
。

②
D
H
A
が
不
足
す
る
と
記
憶
学
習
能

力
が
減
退
し
、
視
力
が
低
下
す
る
。

③
母
親
の

D
H
A
摂
取
量
が
、
そ
の
子

供
の
脳
の
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

④
D
H
A
が
不
足
す
る
と
、
脳
の
老
化

が
早
ま
る
。

つ
ま
り
、

D
H
A
を
た
く
さ
ん
含
ん

だ
食
物
を
と
る
と
、
頭
の
働
き
が
よ
く

な

る

そ

ん

な

可

能

性

を

D
H
A
が

も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

脳の

毎朝、新鮮な魚が並ぶ長浜町魚市場

動
物
実
験
で
分
か
っ
た

脳
に
与
え
る
由
民
い
彰
響

せ

海
外
や
国
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
実

験
が
行
わ
れ
、

D
H
A
が
脳
に
良
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。そ

の
代
表
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
o

D
H
A
を
豊
富
に
与
え
た
母
ネ
ズ
ミ
か

ら
生
ま
れ
た
ネ
ズ
ミ
に
は
、
脳
内
に
多

らお知

7~ 
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一
一
月
五
日
、

長
浜
保
育
所

(
下
田
美
澄

所
長
)
で
、

親
子
合
作
湯

飲
み
(
陶
器
)

づ
く
り
が
行

わ
れ
た
。

こ
れ
は
、

親
子
の
ふ
れ

あ
い
と
郷
土
文
化
伝
承
事
業
の
一
環
と
し
て
、

大
洲
の
王
子
谷
焼
を
陶
芸
家
・
矢
野
徹
さ
ん

の
指
導
を
受
け
行
わ
れ
た
も
の
で
、
初
め
て

陶
芸
に
挑
戦
す
る
園
児
達
は
、
慣
れ
な
い
粘

土
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
ら
の

手
助
け
も
あ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
湯
飲
み
が
で
き
上
が
っ
た
。

コロ口口口口口口口口口口口口口口

将
来
の
水
資
源
は
e

・o
・:け

ー
河
辺
川
ダ
ム
問
題
研
穆
会
j

二
月
十
八
日
、
町
体
育
館
で
長
浜
町
青
年
連
絡
協
議

会
(
大
成
量
功
会
長
)
主
催
に
よ
る
、
河
辺
川
ダ
ム
研

修
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
建
設
省
や
県
担
当
者
の
説
明
等
を

聞
く
と
と
も
に
、
ダ
ム
・

水
利
用
等
に
関
す
る
知

識
を
さ
ら
に
涼
め
よ
う

と
r
行
わ
れ
た
も
の
で
、

出
席
者
の
活
発
な
質
問

や
意
見
が
と
び
出
し
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
の
意
見

交
換
が
行

わ
れ
た
。

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

知
識
も

料
理
も
パ
ッ
チ
リ

ー
母
親
学
級
で
調
理
実
習
j

長
浜
町
で
は
、
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
妊
娠
。
出
産
・
育

児
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
安
心
し
て
出
産

を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
と
、
母

親
学
級
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
調

理
実
習
は
、
栄
養
士

(
山
石
井
れ
い
こ
)
さ

ん
の
講
義
を
受
け
た

あ
と
、
妊
婦
食
と
離

乳
食
の
実
習
を
行
っ

た
も
の
で
、
お
い
し

く
で
き
上
が
っ
た
料

理
に
妊
婦
さ
ん
達
は
、

満
足
気
で
し
た
。

!) 
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口口口口口口口口口口口口口口口 L

自覚を新たに!
~長中で少年式~

行子べし人二百女男な た年第長
つでた、が年五子子つ今。式二浜二
た昼あ自決生十八七た年 が卜中月
。食と覚意一 五 | 寸 生 対 行七学四
会 、 を 表 人人人五促実 わ回校日

人は 4

ーを 親 述明 一、の、、と れ少で

両
閣
圃
国
圃

櫛
生
短
歌
会

渡
辺
仁
之
助

安
ら
け
く
う
つ
ら
う
つ
ら
な
朝
明
け
に

あ
な
け
た
た
ま
し
い
小
綬
鶏
の
声
。

西
田
チ
ヅ
ル

冬
ざ
れ
の
え
の
こ
ろ
草
に
寄
り
添
ひ
て

菜
の
花
咲
け
り
春
は
と
な
り
に
。

さ

げ

沢

井

か

め

よ

下
潮
に
乗
ら
む
と
出
港
せ
し
漁
船
流
れ

藻
巻
き
し
か
エ
ン
ジ
ン
音
消
ゆ
。

工

藤

米

徳

古
稀
間
近
か
案
内
受
け
し
ク
ラ
ス
会
四

年
見
ぬ
友
如
何
に
か
あ
ら
む
。

谷

井

光

恵

時
差
ぼ
け
の
眼
に
う
つ
る
モ
ス
ク
ワ
の

空
港
白
夜
の
中
に
静
も
る
。工

藤

春

子

暖
冬
と
思
い
ん
疋
め
て
居
り
た
る
に
弥
生

も
間
近
か
雪
化
粧
の
里
。波

多
野
コ
チ
ヨ

雪
の
朝
夫
を
送
り
し
門
口
に
今
日
の
寒

さ
を
し
ば
し
昧
は
ふ
。

@ 

ゅうや

理上雄哉ちゃん(長浜)

櫛

笥

昌

子

は
あ
占
え
か
木
を
ゆ
き
つ
も
ど
り
つ
雪
ど
け

の
朝
さ
わ
が
し
自
白
の
群
は
。

生
田
八
重
子

ク
ロ
ソ
ケ
l
の
球
こ
ろ
が
り
し
ア
ウ
ト

コ
l
ト
白
砂
の
中
に
蕗
の
茎
芽
吹
く
。

表

彰

優
良
子
ど
も
会
に

グ
柴
子
ど
も
会
d

県
愛
護
班
連
絡
協
議
会

こ
の
ほ
ど
、
松
山
市
の
松
山
婦
人
会

館
で
、
愛
媛
県
愛
護
班
連
絡
協
議
会
が

聞
か
れ
、
長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で

育
て
る
会
・
柴
支
部
(
山
中
高
光
会
長
)

の
柴
子
ど
も
会
(
代
表
・
徳
山
真
也
)

は
、
文
化
・
芸
能
の
伝
承
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
地
域
環
境
の
浄
化
活
動
に
貢
献

し
た
こ
と
に
よ
り
、
優
良
子
ど
も
会
と

し
て
、
市
川
亨
愛
媛
県
愛
護
班
連
絡
協

議
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

*
*
キ

て る切他大 まれるいの家めく
下んに人切白 し、と子や庭、、名
さ舛でもに分た決言にさ恩人決付
いろき大!を。めわなしい多断け

喜 力 の
議選蕗韓議 選盤議盤機、¥ のの本

:子 λ議麓轟轟轟轟麗舗護審元三月帯、 多 あ で
tl 毒性韓襲輔麟療機欝麟"，'>~を賀る
王手ぬ灘鶏灘欝夜、 犠 まJ 宇申よ字
ーもか議議離感 ぷ離心今、:杜う画
さす議議議謬蹟露ぷ 鵠院が

嬢義援婆醗←ー ""'夫書麗繁 。 でにな

で議霊界 梧三塁主交
母欝護持w ペぞ三 主ZEぞ
11 燦気ちお私 さ らまが

霊議議 v じんつし良
与 Tこすと丈

ざ

ん 3
ミ ヒ決と 0

こ念男
三吋ろのら

平成 2年3月15日生まれ 司たし
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表
彰
本
卒
業

宇
都
邑
千
晶
さ
ん
特
選

全
国
学
生
俳
句
大
会

画廊明男混同宿場醐r 一一ー圃__.，，....一一四恩院繭繭前調醐1Ec":-_園田盟-=三二三盤留置窓話題翠翠翠調庄二三て

一
月
ト
五
日
、
東
京
都
で
行
わ
れ
た

全
同
学
生
俳
句
大
会
で
、
豊
茂
小
学
校

五
年
生
宇
都
宮
千
円
問
主
ん
の
俳
句
が
、

七
千
四
百
六
十
三
一
句
中
、
愛
媛
県
で
た

だ
一
人
特
選
に
選
ば
れ
た
ぽ
か
、
町
内

で
計
十
三
人
が
入
選
し
ま
し
た
。

{
特
選
一
コ
ス
モ
ス
が
ゆ
れ
て
私
も
ゆ

れ
で
ぐ
る
(
宇
都
宮
千
品
)

{
小
学
入
選
賞
一
堀
田
昌
志
(
出
海
小

一
二
年
)
、
小
丙
浩
司
(
豊
茂
小
四
年
)
、

沢
井
保
美
「
長
多
瀧
小
六
年
)

一
中
学
入
選
賞
}
谷
岡
さ
を
り
(
二
年
)

小
西
秀
司
(
一
ニ
年
)

一
小
学
佳
作
賞
F

青
木
智
美
(
喜
多
澱

小
六
年
)
、
前
田
恵
理
(
喜
多
灘
小
五

年
)
、
山
本
次
郎
一
戒
川
小
五
年
)
、

西
山
俊
明
(
戒
川
小
五
年
)
、
新
田
恭

子
(
白
滝
小
六
年
)
、
矢
野
洋
美
(
長

浜
小
六
年
)

一
中
学
佳
作
賞
}
浜
上
ゆ
み

一
一
一
年
)

盟四四国表彰@お知らせ胆E

開
田
文
枝
さ
ん

県
知
事
賞

か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

十
二
月
十
七
日
、
郵
政
省
主
催
に
よ

る
第
二
寸
九
回
か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
長
浜
小
学
校
五
年
生
岡
田
文
枝

さ
ん
の
作
文
が
、
県
内
千
問
百
八
十
一
l
J

人
中
、
愛
媛
県
知
事
貨
を
受
賞
、
長
浜

小
学
校
体
育
館
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

お
パ
え
さ
九

特選の宇都宮千晶さん

お
父
さ
ん
、
今
空
の
上
で
何
を
し
て

い
ま
す
か
。
お
昼
ね
を
し
て
い
ま
す
か
。

遊
ん
で
い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
さ
ん
ぷ

を
し
て
い
ま
す
か
c

お
父
さ
ん
と
は
七
年
し
か
い
っ
し
ょ

に
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
で
も
、
お
父

さ
ん
が
い
な
く
て
も
、
み
ん
な
元
気
で

す
よ
。お

父
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
か
ら
し
ば

ら
く
は
、
一
一
一
目
葉
が
し
ゃ
、
べ
れ
な
か
っ
た

ん
で
し
ょ
ろ
。
も
う
、
し
ゃ
べ
れ
る
よ

ね
。
今
は
、
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
く
ら
し
て

る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

お
父
さ
ん
は
い
い
ね
、
空
の
上
で
は
、

同
が
ふ
ら
な
い
か
ら
、
雨
が
も
し
ふ
っ

た
ら
ど
う
す
る
の
。
そ
っ
ち
に
は
、
か

さ
は
あ
る

ωか
な
。
も
し
な
か
っ
た
ら
、

び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
る
ね
。
で
も
空
の

よ
に
は
雨
が
ふ
ら
な
い
と
思
う
よ
。
う

ら
や
ま
し
い
ね
、
刈
が
ふ
ら
な
い
と
こ

な
ん
て
、
晴
れ
ば
っ
か
り
続
く
ん
だ
ね
。

家
で
は
、
お
却
さ
ん
が
お
き
ょ
う
を

毎
朝
と
な
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
お
帥

ち
ゃ
ん
は
あ
ま
り
一
行
わ
な
く
な
っ
た
け

ど
、
学
校
い
く
前
に
、

「
一
行
っ
て
き
ま
あ
す
。
」

っ
て
心
の
中
で
い
っ
て
み
ん
な
一
一
古
っ
て

る
の
聞
こ
え
ま
す
か
。
私
は
、
一
年
生

か
ら
ず
っ
と
か
ね
を
な
ら
し
て
、

「
行
っ
て
き
ま
あ
す
。
」

と
一
育
っ
て
る
か
ら
ね
。
お
摘
も
ゃ
ん
も

き
ち
ん
と
一
百
っ
て
る
か
ら
ね
。
日
曜
日

の
と
き
は
、
山
へ
上
が
っ
て
お
事
参
り

に
行
っ
て
そ
う
じ
し
て
る
の
、
お
父
さ

ん
見
て
る
c

お
母
さ
ん
も
お
姉
ち
ゃ
ん

も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
行
っ
て
お
き
ょ
う

を
と
な
え
て
い
る
の
見
て
る
で
し
ょ
、

空
の
上
か
ら
。

学
校
の
方
で
は
、
み
ん
な
と
仲
よ
〈

遊
ん
で
い
ま
す
よ
ο

宿
題
は
、
わ
す
れ

な
い
よ
う
に
、
が
ん
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

お
姉
ち
ゃ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
る
と
思
う

よ
、
お
父
さ
ん
も
し
っ
か
り
空
の
上
か

ら
見
て
い
て
ね
。

お
母
さ
ん
か
ら
、

「
お
父
さ
ん
は
、
い
つ
も
空
の
上
か
ら

見
よ
る
ん
よ
。
き
ち
ん
と
し
り
々
。
」

と
い
つ
つ
も
一
一
百
わ
れ
る
よ
。
だ
か
ら
で

き
る
だ
け
、
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
か

ら
ね
。お

父
さ
ん
は
、
空
の
よ
か
ら
だ
と
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
も
分
か
る
ん
で 県知事賞の岡田文枝さん

し
上
う
。
テ
ス
ト
の
点
数
と
か
分
か
る

ん
で
し
ょ
う
。
悪
い
こ
と
や
、
い
い
こ

と
を
し
て
も
わ
か
る
ん
で
し
ょ
。
は
ず

か
し
い
な
あ
c

と
こ
ろ
で
、
お
父
さ
ん
と
は
、
あ
ま

り
い
ろ
ん
な
所
へ
遊
び
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
亡
く
な

る
二
週
間
前
に
、
家
ぞ
く
全
員
で
高
知

県
の
足
ず
り
み
さ
き
に
遊
び
に
い
き
ま

し
た
ね
。
帰
り
に
南
来
閏
へ
よ
り
ま
し

た
ね
。
た
く
さ
ん
の
こ
い
に
え
さ
を
や

る
と
き
、
拾
っ
て
や
っ
て
い
る
と
、
お

父
さ
ん
が
え
主
を
買
っ
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
一
け
っ
し
ょ
に
写
真
も
と
り
ま
し
た

ね
。
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
楽
し
い
思
い

出
で
す
。
「
ム
7

度
は
ニ
ん
ぴ
ら
さ
ん
に
、

つ
れ
て
行
っ
て
や
る
り
ん
ね
。
」
と
一
言
っ

た
の
に
、
も
う
い
っ
し
ょ
に
行
け
な
く

な
り
ま
し
た
ね
。
時
念
で
す
。
お
父
さ

ん
が
い
な
い
の
は
少
し
き
び
し
い
け
ど
、

が
ん
ば
り
ま
す
。
み
ん
な
が
ど
ん
な
大

人
に
な
る
か
、
高
い
舟
で
か
ら
、
見
て
い

て
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
日
曜
日
に
は
、
お
父
さ
ん

の
お
墓
に
行
っ
て
お
き
ょ
う
を
と
な
え

て
あ
げ
る
ね
。
そ
う
じ
も
す
る
ね
。
お

父
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
ひ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
き
れ
い
に

す
る
ね
。
ほ
か
の
人
た
ち
も
き
れ
い
に

す
る
ね
。
お
せ
ん
香
も
あ
げ
る
ね
。
お

柿
ち
一
ヤ
ん
は
、
山
に
こ
な
い
か
ら
つ
れ

て
き
て
、
い
っ
し
ょ
に
お
き
ょ
う
を
と

な
え
る
ね
。
お
父
さ
ん
も
よ
い
ほ
と
け

様
に
な
っ
て
ね
。
そ
の
た
め
お
母
さ
ん

は
、
お
き
ょ
う
を
と
な
え
る
ん
だ
よ
。

お
父
さ
ん
の
か
た
み
は
、
お
父
き
ん

に
作
っ
て
も
ら
っ
た
紙
で
で
き
た
花
ぴ

ん
と
、
二
人
だ
け
で
う
つ
っ
て
い
る
写

点
。
ま
だ
ず
っ
と
大
事
に
持
っ
て
い
ま

す
か
ら
ね
。
ぞ
れ
と
お
姉
ち
ゃ
ん
の
賀

じ
よ
う
の
額
ぶ
ち
入
れ
。
こ
れ
も
水
の

手
作
り
だ
よ
ね
。
上
手
に
作
っ
て
あ
り

ま
す
ね
。
こ
ん
な
か
た
み
を
ず
っ
と
大

切
に
し
ま
っ
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
ど
ん
な
と
き
で
も
み
ん

な
を
見
守
り
続
け
て
下
さ
い
ね
。
私
は
、

き
っ
と
い
い
子
に
な
り
、
り
っ
ぱ
な
大

人
に
な
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
心
配
を

か
け
ず
に
助
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
c

お
父
さ
ん
が
い
な
い
の
は
、
少
し

き
び
し
い
け
ど
、
空
の
上
で
見
て
く
れ

て
い
る
と
患
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

渓
演
出
貝
挺
M
R
演
出
R
V決
済
混
挺
演
目
z
f
J
(
)
見
出
演
V沢
民
民
}
別
損
渓
渓
)
市
内

…
品
川
報
m

…

一
得
っ
て
リ
ま
す
i

…
E
 

…
広
報
な
が
は
ま
で
は
、
ボ
月
号
か
問

削
ら
長
浜
の
問
季
の
お
り
な
す
風
崇
・
四

'

1

4

L

 

沼

五
回
眺
め
・
建
物
(
丈
化
財
等
)
・
名
産
・

u

m

町
長
の
皆
さ
λ
の
様
子
な
ど
を
次
の
醐

…
五
つ
の
パ
タ
|
/
に
分
け
、
順
次
掲
…

四

載

し

ま

す

。

畑

一
私
の
好
き
な
風
景
、
私
し
か
知
ら
悶

悶
な
い
場
所
、
み
ん
な
知
っ
て
一
引
か
も
:
相

川
・
と
い
っ
た
よ
う
な
地
一
応
の
身
近
制

一
な
も
の
で
結
構
で
す
の
で
、
ト
シ
ド
日

明
シ
と
お
た
よ
り
を
お
存
せ
下
さ
い
。
町

un 脚
眺
望
編
(
海
-
川
・
山
を
ベ

i
ス
四

四
に
臼
然
を
と
ら
え
た
も
の
)
悶

…
風
景
編
(
の
ど
か
で
情
緒
あ
ふ
れ
一

四

る

も

の

)

剛

山
重
宝
編
(
新
旧
問
わ
ず
珍
し
い
建
叩

醐

物

・

町

文

化

財

な

ど

)

附

加
名
産
品
繍
(
名
産
品
の
紹
介
)
脳

凋

(

笑

人

)

川

畑
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
繍
(
職
場
や
街
角
四

四

の

一

一

場

面

で

の

父

顔

)

聞

東

区四
[
あ
て
先
}
長
浜
町
大
山
子
長
浜
甲
間
四

四
八

c
i三
番
地
長
浜
町
役
場
総
務
問

問
謀
文
書
広
報
係
(
含
五
二

i
一
一
一
一
)
附

〉
大
津
炭
渓
渓
湾
誕
M
m
M奥
深
境
演
前
提
崇
V市
内
安
説
、
宍
演
渓
渓
V
R
M
E県
民
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印刷 (制手本印刷

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

今

坊

松

下

猛

二

女

明

日

香

下

須

成

菊

地

秀

雄

長

男

完

太

I
H片
山

ト

y

プ

は

豊

茂

藤

岡

章

男

二

男

佳

克

中

川

町

和

ク

ミ

さ

ん

の

カ

ソ

プ

ル

上

老

松

小

森

孝

長

次

美

穂

1
月

届

出

分

(

敬

称

略

)

下

須

戒

松

栄

広

幸

二

女

茜

住

所

氏

名

婚

姻

時

年

齢

櫛

生

大

本

典

治

長

男

晃

正

¥

沖

浦

中

川

昭

和

二

九

)

柴

上

満

由

彦

長

久

麻

士

市

/

沖

浦

永

野

ク

ミ

(

一

七

)

白

滝

尼

上

回

目

之

長

男

久

晃

¥
上
老
松
松
田
公
太
(
一
一
一

O
)

柴

上

納

敵

い

川

町

長

男

克

時

/

長

浜

矢

野

美

枝

(

二

六

)

一

ド

i

須

戒

西

山

隆

司

一

一

男

賢

耶

毛
主
造
主
主
主
主
主
主
主
冶
主
主
主
芯
社
主
註
誌
な
な
幸
之
芯
苫
冶
主
主
主
記
悲
壮
む
叱
ど
芯
社
捻
芯
冶
宅
珪
毛
主
荘
主
主
主
主
宰
幸
生
手

r

主
主
主
造
毛
主
主
主
宅
主
主
主
杭

が

は

は

A
P

全

を

た

一

北

の

の

復

ン

維

国

中

金

丸

ω
界

方

の

・

輸

等

3

山

家

さ

れ

の

し

、

町

こ

日

ち

戦

連

闘

っ

「

一

敗

こ

も

の

イ

和

o

a

資

判

の

附

一

口

問

閣

の

迫

お

等

で

寒

忘

家

新

め

い

〉

6

た

山

国

戦

ま

ウ

は

。

た

同

セ

平

だ

理

。

日

資

で

A

用

院

員

一

土

な

表

目

さ

も

同

そ

し

良

、

っ

待

。

虫

湾

が

が

始

ク

ク

一

言

つ

ト

ブ

の

ら

処

切

た

融

途

い

日

川

間

刈

J

R
地

節

暑

参

。

こ

さ

み

も

と

る

た

o

軍

方

に

o

ラ

吉

一

失

一

や

東

か

後

大

引

の

使

し

、

ー

や

活

積

桔

の

o

慕

土

月

ひ

住

励

く

じ

い

す

ク

双

日

た

イ

を

の

工

償

中

れ

戦

そ

か

金

な

欲

と

窮

米

生

山

介

者

機

、

郷

3
を

な

で

開

感

て

わ

ラ

、

口

見

、

列

動

ウ

賠

・

こ

と

こ

な

資

義

て

る

3

・

民

は

a

若

転

時

・

心

か

げ

を

を

し

現

イ

し

月

を

れ

勝

人

ク

の

遇

は

も

証

求

・

意

し

ゃ

川

げ

同

題

職

う

大

の

会

、

っ

け

曲

一

旦

あ

声

れ

眠

を

日

品

i

結

さ

は

界

o

ク

処

題

の

保

出

与

有

力

を

右

上

は

問

就

負

の

で

社

ろ

向

い

下

を

の

訪

冬

姿

出

受

て

終

放

知

一

世

い

ラ

の

問

持

全

か

供

の

氏

、

目

@

値

化

る

業

背

会

ま

'

析

に

の

町

月

の

で

に

月

を

し

は

開

統

で

き

イ

領

ど

ト

ペ

安

し

の

ル

に

に

げ

の

由

す

な

ド

を

社

岸

庭

を

発

長

に

3

春

登

上

2
議

止

い

は

大

争

大

・

統

な

の

の

力

紛

ド

和

内

上

価

白

処

は

釈

も

彼

家

和

市

町

り

れ

住

地

も

決

停

戦

ト

米

戦

は

興

大

持

連

東

協

技

億

一

千

四

値

薬

入

村

月

世

庭

も

ず

平

い

新

作

ふ
く
ら
む
進
学
費
用
も

と
れ
で
安
心

i
雇
用
促
進
事
業
団
が
応
慢
し
ま
す
i

平成 3年 3月10日発行

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
勤
労
者
ご

本
人
ま
た
は
そ
の
ご
親
挟
が
、
進
学
さ

れ
る
際
に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
公
的
な
融
資

制
度
で
す
の
で
、
利
率
が
低
く
、
ご
融

資
額
が
大
き
い
な
ど
利
用
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

一
対
象
者
}
財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る
勤

労
者
の
方

一
対
象
資
金
}
勤
労
者
ご
本
人
ま
た
は

親
族
の
方
が
高
校
・
大
学
に
進
学
す
る

際
に
必
要
な
資
金
(
入
学
金
・
授
業
料
・

寄
付
金
・
受
験
料
・
教
科
書
代
な
ど
)

で
す
。

一
融
資
限
度
額
一
貯
蓄
残
高
の
五
倍
の

範
囲
内
(
一
一
一

0
0万
円
が
限
度
)
で
す
。

{
金
利
}
年
利
八
・
五
八

%

r
平
成
一

年
十
一
月
現
在
)

一
返
済
期
間
}
五
年
以
内

一
保
証
人
一
一
人
以
上

一
申
込
み
一
金
融
機
関
の
「
財
形
進
学

融
資
業
務
取
扱
底
一
の
窓
口
に
お
申
込

平成 3年 3月号広 報ながはま

み
下
さ
い
c

定
し
ま
す
)

一
そ
の
他
一
受
付
は
、
年
開
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
す
で
に
支
払
っ
た
入
学
金

等
は
、
支
払
い
後
一
三
カ
月
以
内
で
あ
れ

ば
融
資
対
象
に
な
り
ま
す
。

一
問
い
合
わ
せ
}
雇
用
促
進
事
業
団

(
愛
媛
雇
用
促
進
七
ン
タ

l
)
ま
で

督
。
八
九
九
一
、
四
七
)
六
六
七
七

一T
七
九

O

松
山
市
宮
田
町
一

O
九
ー

し
一
ハ
千
代
田
火
災
松
山
ピ
ル
四
階

(
一
週
間
程
度
で
融
資
決

ψ 結
婚

lJl 長浜町役場届出分(敬称略)

寄
付
採
納

O
昭
和
電
工
株
式
公
打
(
村
田
一
代
表

取
締
役
社
長
)
:
一
億
円
を
長
浜
町

(
工
業
用
水
道
の
た
め
の
基
金
)
へ

¥
長
一
点

/

長

浜

¥

長

浜

/

長

浜

¥
ド
須
戒

/
松
山
市

労j水 熊 上 米 城
見仁I本回目戸

浩 里 I仕照勝
美悟美生代敏

(
一
-
凹
)

(一二三

一
一
一
一
)

二
O
)

(
一
一
同
)

(
一
一
七
)

お
誕
生
お
め
で
と
う

下
須
戒

下
須
戒

政宕
i事域

青
年

光
教

長長
女女

お
く
や
み

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

柴

小

雨

歳

幸

(

六

九

)

悌

峯

脇

藤

戸

郎

(

七

二

豊

大

野

イ

ト

ヱ

「

八

二

櫛

翁

池

佳

長

一

九

一

一

)

長

大

間

亀

三

郎

(

八

五

)

ご

尾

上

鈴

喜

(

九

O
)

柴

坪

内

コ

ハ

ル

(

九

0
~

沖

菊

地

表

則

(

四

五

)

f立i兵生茂生浦訂
正
;
本
誌
一
月
号
六
ペ
ー
ジ

の
お
く
や
み
で
、
故
政
所
常
夫

(
黒
田
・
仁
山
歳
)
が
漏
れ
て
い
ま

し
た
。ま

た
、
二
月
号
七
ペ
ー
ジ
の
一

段
で
す
コ
ン
ニ
チ
ハ
の
鎌
田
理
沙

は
鎌
田
里
沙
の
誤
り
で
し
た
。
八

ペ
ー
ジ
の
人
口
世
帯
数
で
、
女
・

六

O
三
八
人
は
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O
一
一
一
人
の
誤

り
で
し
た
。
訂
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お
詫
び
し
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す
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三
月
は
、
何
年
か
ぶ
り
と
い
う
大
雪
。

一
面
雪
化
料
で
情
緒
あ
ふ
れ
る
一
方
、

あ
ち
ら
こ
ん
ら
で
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交

通
事
故
が
発
生
し
た
み
た
い
で
す
。
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れ
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ん
な
と
き
の
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に
あ
る
言
葉
で
し
ょ
う
か
つ

と
こ
ろ
で
、
私
が
広
報
担
当
に
な
っ
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早
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も
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過
ぎ
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て
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る
日
々
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ば
か

り
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厳
守
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の
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い
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が
:
・
・
:
)
燃
え
て
燃
え
つ
き

る
ま
で
(
こ
う
二
一
日
っ
た
自
分
が
こ
わ
い
・
:
)

頑
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人口をふやしましょう

前月との上ヒ車交

11，358人 11人減

人口 (5325人) (男13人減)
6，033入、 女 2)¥-.1曽

世帯数 3，724世帯 5世帯増
」
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